
●セミナーの実施により地方企業の副業ニーズ等を紹介し、副業希望人材16名を獲得できた
●地域企業への調査により、約1割強の副業人材ニーズがあることがわかった
●「お試し副業モデル」として2社のマッチングの可能性を探ることができた

＜地域の課題＞
 地域の概要：沼津市を中心とした県東部エリア

 地域の課題：若年層の流出や少子高齢化による人材不足、
地域企業の相談先が少ない、首都圏から近いことで副業人材
が流入増加傾向にあるがマッチングができていない

副業人材マッチングによるビジネス関係人口獲得モデルの創出

地域課題
と

関係人口
ニーズ

モデルの
概要

主な成果

R4年度
モデル

関係人口の中でも「副業人材」に注目し、地域団体（NPOサプライズ）と地域金融機関（沼津信用金庫）が連携した。
地域企業の副業ニーズを信金が集め、首都圏でそのニーズを紹介するセミナーの開催や副業希望人材を抱える団体（WDL）との連
携により、首都圏の副業希望人材を募り、関係人口を創出・拡大する

＜関係人口のニーズ＞

 「副業」への関心の高まり：厚生労働省が副業・兼業を促進す
るガイドラインを2020年に改訂。推進する企業が増加している

 首都圏人材の動き：働き方改革と「田舎への憧れ」から「地方で
副業」する人が増えつつある。

特定非営利活動法人NPOサプライズ



「寄り合い」の場から様々なプログラムを創出し「寄り合い」の横展開を意識し後半取組を行った。（11件）。モデルプログラムは地域側の
手伝いだけでなく、地域側の取組を助ける相互の関係性が生まれた。（6回）。拠点調査は遊休不動産だけでなく、田畑、川など幅広いも
のが関わりしろを生みやすく多様な取組や動きが生まれていく可能性を感じた。

＜地域の課題＞

・各地域（集落）は茶畑の里山景観とともに豊かに暮らす人々の
営みや手つかずの美しい風景

・集落の多くが少子高齢化ととに地域保全、地域コミュニティの維
持に向けた課題

創造的人材による地域と関係人口の学び合いプログラムの構築事業
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・地域と関係人口が考える「地域との関係づくりプログラム」の検討
・「大井川とアートの学校」にて学びあいモデルプログラムの実践
・創造的人材のための新たな関係拠点施設の創出に向けた調査の実施

＜関係人口のニーズ＞

2018年から開催する無人駅の芸術祭により、アーティスト、地域
住民、サポーター及び来訪者の関わりが密になっている。この動
きを軸に関係人口創出のためのプログラム作りを行った。

NPO法人クロスメディアしまだ



・地域の資源を生かした体験をプログラムを提供することで、これまでは拠点を利用するだけにとどまっていた関係人口予備軍が、地域
のサポーターやプレイヤーと接点を持ち、地域をより知ることで顧客から関係人口へと深化することができた。
・地域のサポーターも本プログラムを通じて、自身のコンテンツの魅力を再認識することができ、プレイヤーへと深化した。

【中間支援組織】
体験プログラムの提供

＜目的＞
・拠点利⽤者の関係深化
・新たな顧客の獲得

・企業研修での接点活⽤

【地域づくり団体】
今後の各エリアでの
中間支援組織
的な役割の期待

＜成果イメージ＞地域資源を活用した体験プログラムの提供による、継続的な関係人口の深化

地域パートナー・プレイヤーとの接点づくり

＜地域の課題＞

 熱海市は観光が主要の産業であり、自治体としては50年以上
人口減少が続く課題先進地域である。

 熱海市の課題：観光や研修などの軽い関りから、深いかかわり
を後押しする関係人口の育成が課題。

宿泊施設等の顧客を関係人口化する地域資源を活用した体験プログラム

地域課題
と

関係人口
ニーズ

モデルの
概要

主な成果

R4年度
モデル

本モデルは、ゲストハウスやコワーキング施設などの拠点利用者や多拠点居住者などの個人・企業研修等で来訪する組織などの関
係人口予備軍を、地域資源を活用した体験プログラム（熱海おんぱく・企業研修）を通じて、継続的な施設利用を促しつつ、ファンか
らサポーターへ、サポーターからプレイヤーへと段階を踏んで関係を深化させることのできる仕組みである。

＜関係人口のニーズ＞

 地域ならではの食や文化、趣味を楽しみながら地域の人と交
流できる人脈作り

 リフレッシュや自己成長の機会、自分の能力・知識を地域に活
かせる機会を模索

（団体名）株式会社machimori

【関係人口予備軍】

＜ニーズ＞
・地域ならではの文化体験を

⾏いたい。
・地域の人との出会いや繋がりを

感じたい
・⾃分の能⼒や経験等を地域に

生かせる機会が欲しい

拠点施設の定期利⽤・プログラムへの継続参加

継続したタッチポイントにより、
関係人口が徐々に深化

ファン→サポーター→プレイヤーへ

拠点施設の定期利⽤・プログラムへの継続参加
地域をつなぐ

コーディネーターの存在



全体で100名程度のライブラリーワーケーションの参加者があり、その中から16名が本棚オーナー（遠隔
型）として契約を行い、アクティブ関係人口への昇華も見込まれた。本棚を契約していることから、今後、
継続的に関係性が発展することも期待できる。

＜地域の課題＞
・県内各地にコーワキングスペースが開設されているが、ただの

働く場になっており、地域交流ができていない。
・ワーケーション参加者から地域へのリピート層をうまくつくれずに
いる。

民営図書館を核とした地域解決に取り組むアクティブ関係人口獲得モデルの構築
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静岡県内を中心に全国に広がる「みんとしょ」を関係人口早出の核とし、ライブラリーワーケーションを
実施する。また、さらに関係人口としての深化を行うために本棚オーナー（遠隔型）としての参画、最終
的には、地域課題の解決に主体的に取り組む関係人口への昇華を目指す。

＜関係人口のニーズ＞

・全国2000名以上に広がるみんとしょのネットワーク
・全国から集まる視察や見学の来訪
・地元出身の本棚オーナーの存在

（団体名）一般社団法人トリナス
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